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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第１期
第３四半期
連結累計期間

第２期
第３四半期
連結累計期間

第１期

会計期間
自 平成24年４月２日
至 平成24年９月30日

自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月２日
至 平成24年12月31日

売上高 (千円) 1,726,447 2,764,150 2,633,289

経常損失（△） (千円) △459,436 △73,624 △690,045

四半期(当期)純損失（△） (千円) △580,540 △89,814 △1,350,939

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △529,125 △56,198 △1,239,005

純資産額 (千円) 3,059,074 2,290,638 2,349,056

総資産額 (千円) 4,770,594 3,825,680 4,024,940

１株当たり四半期(当期)純損失
金額（△)

(円) △87.49 △13.53 △203.59

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 63.5 59.2 57.7

　

回次
第１期
第３四半期
連結会計期間

第２期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純損失金額(△) (円) △30.78 △16.15

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半

期(当期)純損失であるため記載しておりません。

４．当社は、株式会社セルシスと株式会社エイチアイの共同株式移転により、平成24年４月２日に設立されまし

た。このため第１期は平成24年４月２日から平成24年12月31日までの９か月間の変則決算となっておりま

す。また、第１期第３四半期連結累計期間は平成24年４月２日から平成24年９月30日までの６か月でありま

す。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当社グループは、平成24年４月２日設立のため、前第３四半期連結累計期間に係る決算数値の前年

同期との対比は行っておりません。

当第３四半期連結累計期間（平成25年１月１日～平成25年９月30日）における当社グループを取り

巻く事業環境を見渡しますと、パーソナルコンピューター以外でのポータブルなインターネット接続

機器の多様化や、デジタルカメラをはじめとする家電機器、車載機器、電子看板、店舗での操作用端

末など、実用機器でのグラフィクス表示機能の技術が著しく進歩しており、一般への普及も急速に進

んでおります。今後、デジタルグラフィクスの制作から利用に関する技術とサービスや、利便性の高

いデジタル機器のユーザーインターフェースの提供は、より一層社会的に重要な基幹活動の一つに

なっていくものと予想されます。

このような状況の下、当社グループは「デジタル“ものづくり”」の応援と支援を経営理念に掲

げ、デジタルによるコンテンツの制作と利用が一般に普及する社会において、引き続き重要なポジ

ションを担い続けられるよう、当社グループの強みであるグラフィクス関連技術とサービス開発の相

乗効果を最大限に活かした事業活動を推進しております。

携帯端末市場の中心がスマートフォンへと急速に移行していく中で、当社グループは事業モデルが

転換期にさしかかっており、かかる変化を新たな成長機会として捉え、中長期的に企業価値を継続的

に向上させる目的で、事業構造改革を進めており、平成25年12月期については、通期での黒字化を実

現すべく、コスト削減と利益率の向上を目指す一方で、戦略投資事業における投資の成果であるソ

リューションの強化を進めております。

当第３四半期連結累計期間においては、各事業セグメントにおいて、継続的に販売活動の強化を推

進するとともに、希望退職の実施に伴う人員削減効果や減価償却負担の軽減等の構造改革の成果が売

上原価及び販売管理費の圧縮に貢献し始めております。一方でUI/UX（ユーアイ/ユーエックス）事業

において、新たな事業領域への積極的な展開を推進するにあたって、一時的に外注コストが増加して

おります。

その結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は2,764,150千円となりましたが、

UI/UX事業における外注費等の増加を吸収しきれず営業損益は80,929千円の営業損失となりました。

経常損益については、当社の持分法適用会社であるガラット株式会社等に対する投資持分について、

持分法による投資損失13,055千円を計上しております。また、前期末に引当済の事業構造改革引当金

において実際に使用されなかった金額を事業構造改革引当金戻入益として14,934千円計上したこと等
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により、73,624千円の経常損失となりました。また、四半期純損益は、投資有価証券評価損11,004千

円の計上等により、89,814千円の四半期純損失となりました。

事業別セグメントにつきましては、以下のとおりであります。

なお、当連結会計年度より、報告セグメントとして記載する事業セグメント区分の変更又は名称の

変更を行っております。

＜コンテンツソリューション事業＞　

コンテンツソリューション事業は、セグメント区分の変更及び名称の変更を行っております。

当社グループのグラフィクス技術による、総合的なコンテンツ関連ソリューション提供を強化する

ため、従来の電子書籍サポート事業に加え、クリエイターサポート事業における法人向けグラフィク

ス関連活動を再編し、ロイヤリティ収入と業務受託収入が移行しております。

セグメント区分の変更に伴い、セグメント名称を「電子書籍サポート事業」から「コンテンツソ

リューション事業」へ変更しております。

電子書籍ソリューションの中心である携帯電話市場におきましては、平成25年９月末で国内携帯電

話加入契約数が１億3,488万台（前年比5.9％増）となっております。（社団法人電気通信事業者協会

発表「携帯電話・PHS契約数」より）

また、2012年度通期の携帯電話出荷台数が4,181万台（前年比2.2％減）となる中、スマートフォン

の出荷台数は前年度比23.0％増の2,972万台となり、総出荷台数に占めるスマートフォン出荷台数比

率は71.1％になっております。（株式会社MM総研発表より）

このような経営環境の中、電子書籍ビューア「BS Reader for Browser」を、iPhone 5c及びiPhone

5s 並びに最新のiOS7に対応させる等の施策を推進しております。

また、「BS Reader for Browser」が利用されている電子書籍配信サービス数は約１年で10倍に増

加し、現在は約350サービスとなっており、スマートフォン向け売上高がフィーチャーフォン向け売

上高を上回るまでに至っております。（平成25年９月自社調べによる）

以上の結果、コンテンツソリューション事業につきましては、総合電子書籍ビューア「BS

Reader」を軸として推進する電子書籍ソリューションの売上高が853,365千円、法人向けのグラフィ

クスソリューションの売上高が83,829千円となり、当事業合計の売上高は937,194千円、営業利益は

72,168千円となりました。　

＜クリエイターサポート事業＞　

クリエイターサポート事業は、セグメント区分の変更をしております。

法人向けのロイヤリティ収入と業務受託収入をコンテンツソリューション事業へ移行しておりま

す。

クリエイターをトータルに支援するクリエイターサポート事業には、グラフィクスコンテンツ制作

における新製品「CLIP STUDIO」シリーズや、従来のイラスト制作ソフトウェア「ILLUST STUDIO」、

マンガ制作ソフトウェア「ComicStudio」シリーズ、アニメ制作支援ソフトウェア「RETAS STUDIO」

等の販売と、インターネットを通じて、イラスト、マンガ、アニメ、小説を制作するクリエイターの

創作活動をトータルに支援するサイト「CLIP」のユーザーからの課金収入が属しております。　

当第３四半期連結累計期間には、マンガ・イラスト制作ソフトウェア「CLIP STUDIO PAINT」の英

語版及び中国語版の販売開始、また、同ソフトウェアがワコム社製ペンタブレットの新製品

「Intuos」、「Intuos Pro」シリーズ各製品にバンドルソフトウェアとして採用されております。

なお、クリエイターの創作活動をトータルに支援するサイト「CLIP」においては、平成25年９月末

時点の登録者数は33万人となっております。 
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以上の結果、売上高は454,149千円となりましたが、先行投資による減価償却負担が継続しており

営業損失は97,590千円となりました。

クリエイターサポート事業では、グラフィクスコンテンツの制作支援ツール、デバイス、サービス

の提供を通じて、グラフィクスコンテンツサービスの制作・流通を支援する基幹プラットフォームと

しての収益力強化に引き続き注力してまいります。

＜UI/UX事業＞

従来の「ミドルウェア事業」につきましては、「UI/UX（ユーアイ/ユーエックス）事業」に名称を

変更しております。

UI/UX事業とは、ユーザーと機器並びにソフトウェアとの間で接点となり、相互がやり取りをする

ための一連の要素であるUI（ユーザーインターフェース）と、機器やソフトウェアを通じて得られる

楽しさや気持ちよさ等の体験であるUX（ユーザーエクスペリエンス）とを一体として考え、デザイン

とソリューション提供から実装開発までをトータルで行う事業です。

当第３四半期連結累計期間においては、UI関連を中心とした自社製品のライセンス収入に加え、車

載機等を中心に受託開発売上が増加いたしました。新製品としましては、スマートフォンで動くアプ

リケーションの試作品がプログラムなしで作れるプロトタイプ作成ツール「プロトタイピング

（exbeans Prototyping）」を販売開始いたしました。また、UI/UX開発において、「デザイン＆テク

ノロジー」をキーワードとして、UI/UXのデザインとそれを実現するソフトウェア開発の両輪をソ

リューションとして提供するにあたり、「Designによる開発支援」を提供する株式会社

U'eyes Designと戦略的業務提携を樹立し、一層のソリューション強化を図っております。当事業年

度においては、特に車載機を中心とした自動車関連業界に対する営業活動を強化しており、その為の

開発体制の強化を短期的に実施した影響で、一時的に外注費が増加しております。　

以上の結果、売上高は1,124,176千円となりましたが、外注費等の増加を吸収しきれず、営業損益

は126,719千円の営業損失となりました。

＜アプリケーション事業＞　

通信キャリアやサービス事業者等に対して、サービス運営や受託開発を行うアプリケーション事業

では、事業構造改革の一環として事業規模の縮小を進めており、従来からの継続案件についてのみ事

業を継続しております。その結果、売上高は251,419千円となりました。また、事業構造改革による

コスト削減効果により、営業利益は21,520千円となりました。

　

（２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、3,825,680千円となりました。うち、流動資産は

1,849,907千円であり、主な内容は現金及び預金1,005,161千円であります。また、固定資産は

1,967,249千円であり、主な内容はソフトウエア817,959千円、投資有価証券652,459千円でありま

す。

当第３四半期連結会計期間末における総負債は、1,535,041千円となりました。うち、流動負債は

1,035,698千円であり、固定負債は499,342千円であります。

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、2,290,638千円となりました。なお、自己資本比

率は、59.2％となりました。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はあり

ません。
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（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は、54,663千円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,635,570 6,635,570
東京証券取引所
（市場第二部）

完全議決権株式であり、剰余金の配
当に関する請求権その他の権利内容
に何ら限定のない、当社における標
準となる株式です。なお、当社は種
類株式発行会社ではありません。
普通株式は振替株式であり、また、
単元株式数は100株です。

計 6,635,570 6,635,570 ― ―

(注)「提出日現在発行数」欄には、平成25年11月１日から本四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年９月30日 ― 6,635,570 ― 1,000,000 ― 250,000

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年６月30日）に基づく株主名簿による

記載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
　普通株式  500

― ―

完全議決権株式(その他)
　普通株式

6,587,900
65,879

株主としての権利内容に制限のない、
標準となる株式。なお、単元株式数は
100株です。

単元未満株式
　普通株式

47,170
― ―

発行済株式総数 6,635,570 ― ―

総株主の議決権 ― 65,879 ―

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、自己保有株式が90株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

アートスパークホール
ディングス株式会社

東京都新宿区西新宿4-15-7 500 ― 500 0.01

計 ― 500 ― 500 0.01
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。なお、平成25年７月26日開催の取締役会において、代表取締役の異動を決議し、同日に臨時報告書を

提出しております。

（１）新任役員　

　　該当事項はありません。

　

（２）退任役員　

氏名 新役職名 旧役職名 退任年月日

村上　匡人 顧問 代表取締役社長 平成25年７月31日

（注）辞任による退任であります。　

　

（３）役職の異動　

氏名 新役職名 旧役職名 異動年月日

川端　一生 代表取締役会長兼社長 代表取締役会長 平成25年８月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

当社は、平成24年４月２日設立のため、前第３四半期連結累計期間は平成24年４月２日から平成24年９

月30日までの６か月間となっております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,294,740 1,005,161

売掛金 561,478 537,188

製品 48,491 27,472

仕掛品 24,655 71,860

原材料及び貯蔵品 119,232 112,343

その他 120,371 108,854

貸倒引当金 △10,389 △12,974

流動資産合計 2,158,580 1,849,907

固定資産

有形固定資産

建物 112,413 113,436

減価償却累計額 △70,618 △75,913

建物（純額） 41,794 37,523

工具、器具及び備品 266,008 267,572

減価償却累計額 △237,737 △245,326

工具、器具及び備品（純額） 28,270 22,245

有形固定資産合計 70,065 59,768

無形固定資産

ソフトウエア 885,915 817,959

ソフトウエア仮勘定 25,766 124,753

のれん 34,955 29,712

その他 32,606 31,570

無形固定資産合計 979,243 1,003,995

投資その他の資産

投資有価証券 599,132 652,459

敷金及び保証金 188,094 192,954

その他 19,474 58,071

投資その他の資産合計 806,700 903,485

固定資産合計 1,856,010 1,967,249

繰延資産 10,349 8,522

資産合計 4,024,940 3,825,680
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 170,305 138,091

短期借入金 190,000 390,000

1年内返済予定の長期借入金 248,576 231,914

未払法人税等 4,271 12,224

返品調整引当金 3,775 8,601

受注損失引当金 － 906

関係会社清算損失引当金 10,844 4,448

事業構造改革引当金 81,133 －

その他 313,512 249,514

流動負債合計 1,022,418 1,035,698

固定負債

長期借入金 474,391 310,873

退職給付引当金 76,593 68,818

繰延税金負債 102,481 119,650

固定負債合計 653,465 499,342

負債合計 1,675,884 1,535,041

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 1,867,600 479,126

利益剰余金 △658,100 640,558

自己株式 △71 △283

株主資本合計 2,209,429 2,119,402

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 113,127 146,743

その他の包括利益累計額合計 113,127 146,743

新株予約権 26,499 24,492

純資産合計 2,349,056 2,290,638

負債純資産合計 4,024,940 3,825,680
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月２日
　至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 1,726,447 2,764,150

売上原価 1,457,837 1,898,155

売上総利益 268,610 865,995

返品調整引当金戻入額 7,086 3,775

返品調整引当金繰入額 2,941 8,601

差引売上総利益 272,754 861,169

販売費及び一般管理費 715,033 942,098

営業損失（△） △442,278 △80,929

営業外収益

受取利息 611 371

受取配当金 5,000 6,900

為替差益 － 2,200

関係会社清算損失引当金戻入益 － 6,395

事業構造改革引当金戻入益 － 14,934

その他 686 2,380

営業外収益合計 6,298 33,183

営業外費用

支払利息 5,857 6,821

持分法による投資損失 11,646 13,055

その他 5,953 6,000

営業外費用合計 23,456 25,878

経常損失（△） △459,436 △73,624

特別利益

負ののれん発生益 408,113 －

新株予約権戻入益 611 4,839

持分変動利益 － 7,438

その他 4,328 －

特別利益合計 413,052 12,277

特別損失

支払和解金 － 7,600

投資有価証券評価損 43,026 11,004

持分変動損失 － 1,395

減損損失 394,407 －

その他 8,317 －

特別損失合計 445,751 19,999

税金等調整前四半期純損失（△） △492,135 △81,345

法人税等 88,822 8,469

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △580,958 △89,814

少数株主損失（△） △417 －

四半期純損失（△） △580,540 △89,814
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月２日
　至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △580,958 △89,814

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 51,833 33,615

その他の包括利益合計 51,833 33,615

四半期包括利益 △529,125 △56,198

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △528,707 △56,198

少数株主に係る四半期包括利益 △417 －
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

税金費用の計算  税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第

３四半期連結累計期間に係る減価償却費及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月２日
至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日)

減価償却費 305,857千円 381,154千円

のれんの償却額 445千円 5,243千円

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月２日 至 平成24年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成24年４月２日に株式会社セルシスと株式会社エイチアイの共同株式移転の方法による持

株会社として設立されました。この結果、当第３四半期連結会計期間末において、資本金は1,000,000

千円、資本剰余金は1,867,600千円、利益剰余金は112,299千円、自己株式は△37千円となっておりま

す。なお、発行済株式総数は、6,635,570株です。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

平成25年３月開催の定時株主総会決議により、利益剰余金の欠損填補を行い、資本剰余金のうち

1,388,473千円を減少し、資本剰余金は479,126千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月２日 至 平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

コンテンツ
ソリュー
ション事業

クリエイ
ターサポー
ト事業

UI/UX事業
アプリケー
ション事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 696,631 304,743 545,907 179,164 1,726,447 ― 1,726,447

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 1,708 5,606 6,037 13,352 △13,352 ―

計 696,631 306,451 551,514 185,202 1,739,799 △13,352 1,726,447

セグメント利益
又はセグメント損失（△）

4,660 △278,032 △87,522 △140,886 △501,780 59,501 △442,278

（注）１　セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額は、主に各報告セグメントに配分していない

全社収益、全社費用の純額であります。

　 　２　セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行って

おります。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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　当第３四半期連結累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

コンテンツ
ソリュー
ション事業

クリエイ
ターサポー
ト事業

UI/UX事業
アプリケー
ション事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 933,927 454,149 1,123,835 250,438 2,762,350 1,800 2,764,150

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

3,267 ― 340 980 4,588 △4,588 ―

計 937,194 454,149 1,124,176 251,419 2,766,939 △2,788 2,764,150

セグメント利益
又はセグメント損失（△）

72,168 △97,590 △126,719 21,520 △130,620 49,691 △80,929

（注）１　セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額は、主に各報告セグメントに配分していない

全社収益、全社費用の純額であります。

　　　２　セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行って

おります。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、従来の「ミドルウェア事業」から「UI/UX事業」へ名称を変更してお

ります。なお、当該変更はセグメントの名称変更のみであります。

また、従来「クリエイターサポート事業」に含まれていたソフトウェアに係るロイヤリティ収入を

「電子書籍サポート事業」と統合し、「コンテンツソリューション事業」といたしました。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成してお

り、前第３四半期連結累計期間の「１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する

情報」に記載しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月２日
至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日)

(1) １株当たり四半期純損失金額(△) △87円49銭 △13円53銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純損失金額(△)(千円) △580,540 △89,814

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △580,540 △89,814

    普通株式の期中平均株式数(株) 6,635,496 6,635,038

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― ―

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益調整額(千円) ― ―

     (うち支払利息(税額相当額控除後)(千円)) ― ―

    普通株式増加数(株) ― ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半

期純損失であるため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   小   野   淳   史   印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   石   井   広   幸   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月８日

アートスパークホールディングス株式会社

取締役会  御中

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
アートスパークホールディングス株式会社の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の
第３四半期連結会計期間(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成
25年１月１日から平成25年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、
四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アートスパークホールディングス株式会社
及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経
営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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